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1.本書は島根県松江市西法吉町960番地 2で実施 した田中谷 Ⅱ遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は携帯電話基地局の新設事業に伴い、松江市教育委員会 と財団法人松江市教育文化振興事業

団が実施 したもので、現地調査は平成19年 6～ 7月 にかけて財団法人松江市教育文化振興事業団

埋蔵文化財課が担当した。調査面積は230ド である。正式事業名はNTTDoCoMo松 江西法吉基

地局基盤新設工事に伴う田中谷 Ⅱ遺跡発掘調査である。

3.調査組織は下記の通りである。

依頼者   株式会社エヌ・ティ・ティ・ ドコモ中国支社

主体者   松江市教育委員会

事務局   松江市教育委員会 教育長   福島 律子

″    理 事   友森  勉

″文化財課  課 長   吉岡 弘行

″      係 長   飯塚 康行

″      主 任   後藤 哲男

調査機関  財団法人松江市教育文化振興事業団

″      理 事 長  松浦 正敬

″      専務理事  中島 秀夫 (平成20年 10月 15日 まで)

″      事務局長  松浦 克司

埋蔵文化財課   課  長  廣江 員二

課長補佐  錦織 慶樹

主  幹  中尾 秀信

調 査 員  藤原 哲 (調査担当者 )

調査補助員 北島 和子

4。 現地調査においては、島根県教育委員会から現地指導をいただいた。

5.調査に関しては次の方々の参加を得た (五十音l頁・敬称略)。

今村邦子、今村正人、上田孝子、小川真由美、小川吉子、金森まゆみ、時安順子、細木澄子。

6。 本書の執筆は藤原哲がおこない、北島和子がこれを補佐 した。なお、第 1章 「調査に至る経緯」に

ついては松江市教育委員会 後藤哲男氏が執筆 した。

7.遺構番号は、遺構の種類を問わず通 し番号でS-1か ら付 したものである。

8.本書における方位は主に磁北を、レベル値は海抜標高を示す。

9.出土遺物実波1図は1/3の縮尺図版である。

10.本書に掲載した写真は調査員が撮影 した。

11。 発掘調査で作成 した図面・写真および出土遺物は松江市教育委員会が保管 している。
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第 1章 調査に至る経緯

株式会社エヌ ティ・ティ・ドコモ中国 (現エヌ・ティ・ティ・ドコモ中国支社)に よりNTT DoC

oMo松江西法吉基地局基盤新設工事が計画され、工事施行業者である株式会社熊谷組 広島支店

広島工事所を通 して松江市教育委員会文化財課に対 して協議があった。

計画地の東側周辺は大規模開発により住宅団地となっている。この住宅団地造成工事において、田

中谷遺跡は調査されたが、計画地はこの田中谷遺跡に隣接する山林であり、緩斜面をなしている。

文化財課では計画地が未調査地であることから試掘調査が必要と判断し、平成18年 7月 6日 から7日

と同14日 に試掘調査を実施 した。

試掘調査の結果、田中谷遺跡と同時期の住居跡などが多数検出され、田中谷遺跡との関連も予想 さ

れた。遺跡名は田中谷Ⅱ遺跡とし、取扱い協議を行った。

しかし、周辺が住宅団地に造成されており携帯電話基地局としての機能を活かせる高所がないこと、

現在最も活用されている通信手段である携帯電話の利便性を高める事業であることから、工事計画の

変更は困難であるとの結論に達し、事前に発掘調査を実施することとなった。

調査の実施期間は平成19年 6月 1日 から平成19年 7月 31日 である。

第 2章 位置と環境

田中谷 Ⅱ遺跡は島根県松江市西法吉町に所在する。遺跡地は白鹿山に達する湖北山地の末端に位置

している。北、及び西には山地が続き、南西には松江市街地を形成する平野部の北端に接 している。南

に智者ヶ池、南西に水田が営まれていたが、周辺丘陵は比津が丘団地などの大規模開発が進み景観は

一変 しつつある。

周辺の湖北山地周辺には遺跡が多く、古いものでは後期旧石器が採集された白鹿谷遺跡 (24)が あ

り、法吉遺跡 (2)か らは縄文土器が出上 している。田中谷遺跡 (3)か らは弥生時代の旧河道や建物

跡が見つかっている。

周辺の古墳は極めて多く、月廻古墳群 (10)、 伝宇牟加比売命御陵古墳 (12)、 塚山古墳 (5)な どが

知 られている。平成■年～12年 にかけて調査された塚山古墳 (5)は辺33mの古墳時代中期の方墳で、

青銅鏡や鉄製武器、武具など豊富な副葬品が出土されている。

歴史時代の奈良・平安時代においては田中谷遺跡 (3)、 下がり松遺跡 (4)、 久米遺跡 (32)な どで

掘立柱建物跡や加工段などが検出している。

中世では白鹿谷城砦群 (15)が築かれている。また角谷遺跡 (6)か らは大規模な盛土によって築か

れた土橋が検出されている。土橋の明確な時期や性格は不明であるが、通路として築かれたものが山

城に取 り囲まれた可能性 も指摘されるところである。
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第 2図 遺跡位置図
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第 3図 周辺の遺跡分布図
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第 4図 調査区位置図
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第 5図 調査区位置図
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第 3章 調査の成果

基本層序

遺跡地周辺には大規模開発による住宅団地が存在するが、本調査地は丘陵斜面部分の傾斜地に位置

し、現状では山林であった。地山は黄褐色の粘性上で、表土直下～GL-30cm前後の極めて浅い深度で

地山の黄褐色上が検出された。遺構はこの地山面で全て検出したが、いずれも極めて浅いものが多数

を占めていた。

調査終了後、地山面を想定した黄褐色土の粘性土を少し掘り下げたが土層は変わらず、遺構・遺物

ともに検出しなかったので調査を終了した。

調査の概要

調査地点は地形的には丘陵端部の傾斜部で現状は山林であった。調査面積は携帯電話基地局の鉄塔

建設部分と重機の進入路箇所の計230だ である。調査地では試掘調査の結果、表土直下から遺構が検出

されていたため、表土直下から人力にて調査を実施した。

調査区北。中央側の一部で表上下に淡い黄褐色の層が認められ、微量ではあるが遺物 (須恵器)も混

入していた。そのため、これを包合層とし、よりしっかり固く締まった黄褐色の粘性土 (地 山面)ま

で掘り下げ、遺構を検出した。一方、調査地南端の部分では表土直下から多量の遺物が検出されたた

め、あまり掘り下げずに表土直下から遺構・遺物の検出に努めた。

その結果、傾斜地の上側 (調査地北。中央)ではピット類を中心に、傾斜地の下側 (調査地南側)で

は浅い土坑状の遺構を検出した。

調査の結果、ピット類の埋土には炭や焼土が多く混入していたものもあり、また若千の遺物を含ん

だものもあったが、建物跡などを復元できるような計画性のある配列は確認できなかった。

傾斜地の下側 (調査地南側)の上坑類は埋土が灰色土で出土遺物も多かった。これらは試掘時に検出

され、住居跡 ?と 考えられていたものであったが、遺構の埋上には炭や焼土が多数見られたので、当

初、工房等の遺構を想定した。

発掘調査の結果では、遺構の深さは10cm前後と浅いものばかりであり、また、地形に沿って東西に

細長く認められることから、加工段としての性格が考えられる。しかし具体的には積極的に住居や工

房とするような明確な痕跡は認めることが出来なかった。

以下、主要な遺構と遺物について詳細を記す。

ピット S-5

調査区中央北側で検出された浅いピットで径65cm、 深さ12cmを 測る。埋土は暗褐色シル トの単層で

須恵器片が出土している。実測した (1)イよ須恵器のイ底部、復元底径は8.Ocm、 薄手で底部に回転糸切

り痕が残る。

S-5は炭を含んでいなかったが、周辺の調査区北側のピット、S-2、 S-7、 S-8、 S-9、 S―
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第 6図 等高線図 (調査後)(S=1/160)
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第 3図 加工段周辺遺構実測図
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第司0図 S-27出土遺物

■、S-13、 S-14な どのピットは、何れも浅 く、遺物を含んでいなかったものの埋上に炭を含んでい

たことは注意 しなければならない①

土坑 S-27

調査区南隅で検出した土坑で長軸262cmを測る。調査区南端の検出で遺構は南の調査区外へと延び

る。中央西よりに径52cmの ピット状の落ち込みがあり、土坑の検出深度は20cmと 浅いが、ピット状の

落ち込み部分を合めると、最大検出深度は68cmを測る。

―- 10 -―



遺物は比較的出土 しており実測できたのは (2)～ (7)の 6点である。(2)は須恵器の娩、15%程

度が残存する小片である。復元口径13.4cm、 復元底径10.3cmを 測る。口縁部分に太い沈線状のくびれが

見られるが、器高は3.6cmと 低い。 (3)は須恵器の底部片である、復元底径は8.6cmで回転糸切 り痕が残

る。(4)は須恵器の皿で30%残存する。復元口径は14。3cm、 復元底径は■,4cm、 器高 3 cmを測る。底部

の切 り離 しは回転糸 りで貼付けの高台を付す。(5)は須恵器イの底部小片で糸切 り廃が残る。 (6)は

土師器の取手片で残長6.8cm、 厚み3.8cmを 測る。(6)は土師器の甕片、小片で内面にケズリ痕が残る。

ピット S-28・ S-29

調査区南端のピットで、s-28は径12.2cm、 深 さ7cmo S-29は 径9.8cm、 深さ18cmを 浪1る 。いずれも

南半分は調査区外へと伸びており、遺構の半分を検出した状態である。S-28は須恵器の甕片 1点が出

上 したが細片のため実測できなかった。S-29は遺物が出土 しなかった。

自然の落ち込み S-32

調査区中央東よりに位置する。試掘時の トレンチでも部分的に検出されており、当初は住居等の遺

構を想定 した。しかし全面発掘の結果、長軸220cm、 短軸170cm、 深 さ70cmの落込みで、その規模に関

わらず埋土は単層 (赤褐色よくしまったシル ト層)で、遺物も全く含んでいなかった。完掘結果の所

見では遺構でないと判断するものである。

加工段 S-31・ S-33・ S-35

調査区南部の加工段である。検出時は異なる遺構番号で作図や遺物取 り上げを行ったが、わずかな

平坦面に沿って細長く連なって伸びており、遺物 もほぼ同形態のもので占められているため、本来は

一連の加工段であったと考えられる。残存部分から想定すると、南北350cm、 東西950cm以上の規模で

あったと考えられる。表土直下で検出したが、検出段階での平面形は不定形で、深度も最大で10cmと

極めて浅かった。浅い遺構の底面からピット状の遺構 も検出したが、大部分が削平 されたためか、明

確な建物プランは認められなかった。削平 されたと思われるものの、本調査区での出土遺物の 9割は

この加工段周辺から出土 しており、埋土には炭や焼土が多数含まれていた。

出土遺物は (8)～ (28)で ほぼ全て須恵器で占められていた。このうち、(8)～ (21)が加工段の

うちの西側 (S-31)か ら出土 しており、 (22)、 (23)が 中央 (S-33)、 (24)～ (28)が東側 (S―

35)か ら出上 している。先述 したように出土地点は異なるが、遺物組成はほぼ同一で、本来は一体の

加工段と考えてよいであるう。

(8)～ (10)は須恵器の邦蓋である。復元回径は13～ 16cm程度で、何れも端部は面を有する。つま

み部分は残存 しないが宝珠形のつまみを付 していたものと想定される。

(■ )～ (14)は 不である。(11)は 50%残存、復元回径は■.8cm、 器高は4.lcmを 浪1る 。口縁は直線的

に伸び高台を貼 り付ける。底部の切 り離 しは回転糸切り後未調整である。 (12)イよ70%ほ ど残存、(11)

より大型の邪で口径15.8cm、 高台径は10.2cmを 測る。底部は回転糸切により切 り離 し、高台を貼 り付け

る。 (13)と (14)は不の口縁の小片である。
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S-3刊 出土遺物

S-33出土遺物

S-35出土遺物

第11図
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(15)～ (18)は須恵器の婉、又はイで (15)は底部のみの小片、回転糸切痕が残る。(16)は ほぼ

完形、日径は10,9cm、 底径7.6cm、 径の割合に比 して器高は低 く、3.9cm、 日縁のくびれもほとんど見ら

れない、底部の切離 しは回転糸切 りによる。 (17)、 (18)イよ同形の婉の小片である。

(19)は40%ほ ど残存の皿、復元口径は13.2cm、 器高は2.4cmを 浪1る 。無高台の皿で焼成は不良である。

(20)は須恵器の甕の口縁部分、(21)は皿と思われる高台部分の小片で、焼成は軟質でにぶい褐色を

呈する、土師質と思われる。

(22)、 (23)は須恵器の皿で何れも小片であるが、復元口径は20cmを 超える大型品である。

(24)～ (28)は須恵器の娩、もしくは邦で、(24)と (25)は 30～ 40%残存、何れも復元口径12.3

cm、 器高4.2cm内外を測 り、回転糸切 りにより切 り離されている。 (26)、 (27)も 同形の1/Eの 極小片であ

る。(36)は底部片で風化が著 しい。

包含層出土遺物

遺構以外では包含層から遺物が出土 している。概ね加工段 (S-31、 33、 35)周辺から出土 してお

り、大部分は加工段等に関連するものと考えられる。出土遺物の形態や時期なども加工段からの出土

遺物と同質である。このうち (29)～ (47)は須恵器、(48)イよ土師器、(49)イよ粘土塊、(50)イよ瓦で

ある。

(29)～ (31)は須恵器の不蓋で宝珠つまみ (31)や かえりのつかない蓋 (29)、 (30)で ある。 (32)

～ (39)は須恵器の不、または娩である。 (32)イよ40%残存、回縁は直線的に立ち上がり、底部は回転

糸切 りで切 り離されている。被灰がひどく調整が不明瞭である。 (33)イよ40パーセント残存、復元口径

は10。4cm、 器高は3.9cmを 測る。焼成は良好で重ね焼きの痕跡が残る、底部の切離 しは回転糸切である。

(34)は小片、復元口径は12.4cm、 器高は4.4cmを 測る。焼成は甘く内外面とも橙色を呈 している。

(35)～ (39)は底部片で小 さな高台が付 く (35)、 (36)や 、無高台の (38)、 (39)が ある。 (40)、

(41)は須恵器の皿である。何れも破片であるが、復元高台径は■～12cm内外を潰Iる 。(42)～ (45)は

須恵器の邪、又は娩の口縁部の小片である。

(46)は重の口縁部分か、小片で全体像が不明瞭である。 (47)イよ大甕の口縁片で浮文や波状文で飾

られている。

(48)は土師器の甕の小片、(49)は長軸3.5cm、 短軸3.2cmを 測る粘土塊で南側 (加工段)周辺の表土

から出土 している。焼けているためか、黒色に変色 している箇所が見られる (図版のスクリーントー

ン部分 )。 (50)イよ平瓦で残存長軸は6.2cm、 短軸は5.4cmを 測る。短部を面取 りしているようで平坦に仕

上げている。

以上、出土遺物は全体的に 8世紀末～ 9世紀代の須恵器郭 。蓋・皿・壷・甕などが大半であり、検

出した遺構も大部分は同時期のものであると考えられる。その他では極めて磨耗 した弥生土器片が数

点検出されたが、石器・鉄器類は全く検出していない。

―- 13 -―
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第 4章 ま と め

田中谷 Ⅱ遺跡のすぐ東側には田中谷遺跡が存 しており、島根県教育委員会や松江市教育委員会 (調

査機関 松江市荻育文化振興事業団)に より発掘調査が行われている。その結果、弥生時代～古代に

至る集落跡が確認 されている。本遺跡地の遺物は大部分が 8世紀末～ 9世紀代のもので占められてお

り、該当時期において丘陵斜面で加工段などを作っていたことがわかる。

出土遺物は須恵器類がほとんどで、煮炊きで使用するような土師器類が極めて少ない上、集落とし

ては近隣の田中谷遺跡が想定されるため、本遺跡の加工段は生活跡、というよりは極めて簡単な作業

などを実施 したものではなかったかと考えられる。

明確な作業を示すような遺物はなく、須恵器片以外の遺物では唯一、粘土塊を一つ検出したものの、

詳細は不明である。ただし、調査区内で検出した加工段やピットの埋土からは焼土や炭などが検出さ

れることが多かったことは注意 しなければならないであろう。

何れにせよ、田中谷 Ⅱ遺跡の調査は極めて狭い範囲の調査地であるが、近隣における既往調査成果

などを含めると、より具体的な古代の生活が明らかになっていくものと考えられる。そのため、こう

した小 さな調査データも積極的に積み重ねていることが非常に重要であろう。

参考文献

松江市教育委員会・卸松江市教育文化振興事業団2001『田中谷遺跡Ⅲ区発掘調査報告書』

島根県教育委員会2002『田中谷遺跡…塚山古墳・下がり松遺跡・角谷遺跡』
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図版 1
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図版2
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図版3
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図版4
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図版6

出土遺物 1



図版7

出土遺物 2



図版8

出土遺物 3



図版9

出土遺物 4
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